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(54)【発明の名称】 画像データを処理し、表示するためのユーザインタフェース

(57)【要約】
本発明は、診断用画像の組を処理するためのインタフェ
ースが設けられるワークステーションに関する。診断用
画像は、例えば、Ｘ線、ＣＴ、ＭＲＩ、超音波等の様々
な画像診断様式によって生成される。診断用画像の各組
には様々な画像処理アプリケーションを適用することが
可能である。診断用画像の各組には、代表的なピクトラ
ル（粗い細部のみをのみを示す小さい画像）が形成され
表示される。更に、１組の属性が各画像の組に割当てら
れる。この属性は、その当該の診断用画像の組に対し実
行可能な画像処理アプリケーションを決定する。適用可
能な画像処理アプリケーションは、各ピクトラルと共に
表示される。適用可能な画像処理アプリケーションとピ
クトラルの組合せは、当該の病院環境における仕事の流
れに対応するタブページ構造で表示されることが好適で
ある。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  画像データ、特に医用画像データを処理及び表示し、上記画

像データを含むデータベース、視覚ディスプレイユニット、及び、ユーザと通信

するのに役立つ入力部材と協働するよう構成されるユーザインタフェースであっ

て、

  上記データファイルのコヒーレント画像データの各グループに対し画像選択を

行い、それにより上記選択を上記視覚ディスプレイユニットに与えることを特徴

とするユーザインタフェース。

    【請求項２】  上記画像データは、上記データベース内にあり、患者又は上

記当該画像データを特徴付ける属性データと組合わされ、

  上記ユーザインタフェースは、上記属性データに依存して、コヒーレント画像

データの各グループに対し実行可能なアプリケーションを選択し、

  上記コヒーレント画像データのグループに関連付けられる上記画像選択に対し

選択される各アプリケーションに参照を別々に付加することを特徴とする請求項

１記載のユーザインタフェース。

    【請求項３】  ユーザによって選択されるアプリケーションを、画像選択に

付加する、又は、画像選択から除去するよう構成されることを特徴とする請求項

２記載のユーザインタフェース。

    【請求項４】  上記実行可能なアプリケーションを上記ディスプレイユニッ

ト上に表示し、

  ユーザによってアプリケーションが選択される後、上記選択されたアプリケー

ションによって処理可能なコヒーレント画像データの各グループの選択を行い、

上記画像データを特徴付ける上記画像選択のみを上記ディスプレイユニットに与

えることを特徴とする請求項１乃至３のうちいずれか一項記載のユーザインタフ

ェース。

    【請求項５】  各アプリケーションに対し実行可能なサブ機能を示し、上記

サブ機能はそれぞれユーザによって個々に選択可能であることを特徴とする請求

項４記載のユーザインタフェース。

    【請求項６】  上記アプリケーション及び／又は上記サブ機能は、所望の処



(3) 特表２００３－５２５７２０

理順序に調整することが可能であることを特徴とする請求項１乃至５のうちいず

れか一項記載のユーザインタフェース。

    【請求項７】  コンピュータと、コンピュータに接続される視覚ディスプレ

イユニットと、入力部材とが設けられる医療分析装置であって、

  請求項１乃至６のうちいずれか一項記載のユーザインタフェースを含むことを

特徴とする装置。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

  本発明は、特に、医用画像データである画像データの処理及び表示用のユーザ

インタフェースに係り、このユーザインタフェースは、画像データを含むデータ

ベース、視覚ディスプレイユニット、及び、ユーザと通信するのに役立つ入力部

材と協働するよう構成される。

      【０００２】

  このような種類の（ソフトウェア）ユーザインタフェースは、実践から既知で

あり、コンピュータ、コンピュータに接続される視覚ディスプレイユニット、及

び、入力部材を含む医療分析システムの一部を形成する。このようなシステムは

通例的に、診断、治療等のために専門医によって使用される。一般的に、異なる

種類の医用画像データが、医学診断プロセスの間に得られる。このようなデータ

は、例えば、磁気共鳴によって得られるが、コンピュータ断層撮影、超音波、又

はＸ線画像からも得られる。

      【０００３】

  実際には、画像データは、様々に作業又は表示される。この場合、利用可能な

画像データの選択と、それらに行われるべき画像処理作業は、公知の装置ではあ

まり最適に体系化されていないという問題がある。本発明は、この状況を改善し

、且つ、以下に明らかになる更なる利点を実現することを目的とする。

      【０００４】

  本発明のユーザインタフェースは、データベースのコヒーレント画像データの

各グループに対し、インタフェースは画像選択を行い、それによりこの選択をデ

ィスプレイユニットに与えることを特徴とする。従って、ユーザは、処理される

ことが可能である利用可能な画像の、容易にアクセス可能な概観が提供される。

一般的に画像データは、データベース内に記憶され、患者及び／又はその画像デ

ータを特徴づける属性データと組合わされる。

      【０００５】

  本発明の更なる面では、インタフェースは、属性データに依存して、コヒーレ

ント画像データの各グループに対し実行可能なアプリケーションを選択し、コヒ
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ーレント画像データのグループに関連付けられる画像選択に対し選択された各ア

プリケーションに参照を付加する。これは、コヒーレント画像データのグループ

に行われるべき作業に関し、ユーザによる選択を実質的に単純にする。

      【０００６】

  ユーザインタフェースは、必要である場合には、ユーザは、画像選択に選択さ

れたアプリケーションを加えることができるよう有利に構成される。作業の非常

に有効な且つ分かりやすい方法は、本発明のユーザインタフェースの実施例によ

って実現され、この実施例は、ディスプレイユニット上に実行可能なアプリケー

ションを表示し、ユーザによるアプリケーションの選択の後、ユーザインタフェ

ースは、選択されたアプリケーションによって処理可能なコヒーレント画像デー

タの各グループの選択を行い、この画像データを特徴づける画像選択のみをディ

スプレイユニットに与える。

      【０００７】

  上記実施例の更なるバージョンでは、インタフェースは、各アプリケーション

に対し実行可能なサブ機能を示し、各サブ機能はユーザによって個々に選択され

ることが可能であることが有用である。

      【０００８】

  本発明のもう１つの面では、ユーザインタフェースは、アプリケーション及び

／又はサブ機能は所望の処理順序に調整可能であることを特徴とする。この順序

は、予め選択されるか、又は、当該の医療試験環境における一般的な慣習に従う

ようユーザによって変更され得る。

      【０００９】

  本発明は更に、上述したような種類のユーザインタフェースが具備される医療

分析システムにおいても具現化され得る。

      【００１０】

  本発明は、添付図面を参照し、非制限的な例によって以下に詳細に説明する。

      【００１１】

  図１を参照するに、２人の患者に関連してデータベースの構造を説明する。両

方の患者１及び患者２には様々な検査、例えば、検査１及び検査２が行われた。
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各検査は、１つ以上の試験から構成され、この場合、例えば磁気共鳴走査である

と理解する。各走査は記憶され、画像１、画像２等として示されるいわゆる時系

列画像又は位置系列画像から構成される。様々な部分を特徴付ける属性データは

、各患者、更に、各検査、試験、及び走査に対し記憶される。この属性データは

、各走査に含まれる当該の画像データに適用可能である実行可能なアプリケーシ

ョンの選択に役立つ。属性データは更に、選択された画像に適用することが可能

である様々なアプリケーションにおける、選択された画像の表示方法の決定にも

役立つ。例えば、目視用のアプリケーションでは、一連の時系列画像はフィルム

として直接再現されるが、一方で例えば、一連の位置系列画像の全ての画像は、

ピクトラルとして個々に再現される。

      【００１２】

  図２を参照するに、矢印１のレベルにおいて隣接して示される画像選択の行が

示される。各画像選択は、各走査につき記憶されるコヒーレント画像データのグ

ループに対応する。この画像選択又はピクトラルの行１の下には、矢印２によっ

て示される行のレベルにおいて各画像選択に対してそれぞれ実行可能なアプリケ

ーションが示される。図示される例では、実行可能なアプリケーションは毎回全

て示され、当該のコヒーレント画像データのグループに対し実行可能であるアプ

リケーションは、太字で再現される。インタフェースは、上述された属性データ

（図１を参考にしながらの説明を参照されたい）を使用しながら実行可能なアプ

リケーションが決められるようそれらの選択を行う。

      【００１３】

  同様のアプリケーションが、列３、つまり、図面の左側にも示される。インタ

フェースのユーザが図示される状況において「弁」というアプリケーションを選

択すると、ユーザインタフェースは、視覚ディスプレイユニット上に表示される

画像を、このアプリケーションが実行可能である画像選択又はピクトラルのみが

残るよう変更する。図示される例では、弁というアプリケーションが実行可能で

ある画像選択は、走査４及び走査５の画像選択である。尚、図２を参照するに、

図示される状況においてはアプリケーション「患者」が選択され、患者リスト４

内に患者３が太字で再現されるので、特に患者３が選択されている。行に示され
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る画像選択は、選択された患者３に独占的に関連する。

      【００１４】

  図３は、アプリケーション「潅流」の選択の後に利用可能になり得る画像を示

す。行５は、アプリケーション「潅流」に関連付けられるサブ機能を示し、ユー

ザによって続けて選択することが可能である。尚、様々なアプリケーション３（

図２参照）及びサブ機能５（図３参照）は、特定の病院環境に課され得る所望の

作業方法に適合するよう任意の所望される処理順序に調整することが可能である

。

      【００１５】

  当業者には、上述の例は本発明のコンテキストにおいて実行可能である多くの

バージョンのうちの１つのみに関することが明らかになろう。上述の例は、本願

の請求の範囲を説明するに過ぎず、更に、請求の範囲に従って、本願に与えられ

る保護の範囲は請求の範囲によって独占的に画成される。

      【００１６】

  心機能に関係する実行可能なアプリケーション及びサブ機能を説明するために

、実行可能なアプリケーションを左側に太字で示し、その下に関連のサブ機能を

示し、その後に当該のサブ機能の内容の説明が記される以下の表を参照する。

患者

選択          リストから患者を選択する

目視          この患者による幾つかの画像を見る

ＬＶ機能

描画          （左心室又はＬＶの）心臓壁の輪郭を描く

セグメント    心臓壁の輪郭を自動的に決定する

測定          輪郭に基づいてどれだけ良好に左心室が機能するかを計算する

レポート      測定結果を報告する（例えば、ファイルに格納、印刷）

ＲＶ機能

描画          （右心室又はＬＶの）心臓壁の輪郭を描く

セグメント    心臓壁の輪郭を自動的に決定する

測定          輪郭に基づいてどれだけ良好に右心室が機能するかを計算する
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レポート      測定結果を報告する（例えば、ファイルに格納、印刷）

潅流

レジスタ      連続画像における心臓の動きを決定し補正する

描画          （左心室又はＬＶの）心臓壁の輪郭を描く

セグメント    心臓壁の輪郭を自動的に決定する

測定          左心室の心臓壁における潅流の質を計算する

レポート      測定結果を報告する（例えば、ファイルに格納、印刷）

冠動脈

追跡          冠動脈の路を自動的に決定する

測定          位置の関数として冠動脈の直径を計算する

視覚化        選択された冠動脈（及び可能であれば測定結果）を視覚化する

レポート      測定結果を報告する（例えば、ファイルに格納、印刷）

弁

動画          動画として心臓弁の動きを見る

レポート      タイプ入力することによって報告として診断を記入する

              （例えば、ファイル内に格納、印刷）

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  画像データが引き出されるデータベースの構造の例を示す図である。

    【図２】

  ユーザインタフェースによって視覚ディスプレイユニット上に表示される実行

可能な画像を示す図である。

    【図３】

  実行可能なアプリケーションの選択の後に視覚ディスプレイユニット上に表示

されるサブ機能を示す図である。
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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【国際調査報告】
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摘要(译)

工作站技术领域本发明涉及一种工作站，该工作站具有用于处理诊断图
像集的接口。 诊断图像是通过各种成像方式（例如X射线，CT，MRI和
超声波）生成的。 各种图像处理应用程序可以应用于每组诊断图像。 在
每组诊断图像中，形成并显示典型的图片（仅显示粗略细节的小图
像）。 另外，一组属性被分配给每个图像组。 此属性确定可以在该诊断
图像集上运行的图像处理应用程序。 每个图片都显示适用的图像处理应
用程序。 优选地，在与医院环境中的工作流程相对应的标签页结构中显
示适用的图像处理应用程序和图片组合。
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